
Japanese Society of Microbial Ecology

NII-Electronic Library Service

Japar ユese 　Soclety 　of 　Mlcroblal 　Ecology

P25 −43

ロ腔 うがい液に存在する歯 周病 菌と歯周病 抑制菌の試 料間比較
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　近年 、 生活 習慣病の
一

つ と して注 目 されて い る歯周病は 、口腔内の病原細菌に よ る感 染症 であ る 。

その 歯周病細菌群 とし て は 、
Aggregatibacter　actinomycetemcom ’tans菌 （A．a．菌）やPorphytomonas　g’ngival’s菌

（Rg 菌 ）な どが報告 され て い る。また、歯周病 が口腔 内疾 患の み で な く全 身疾患 と高 い関連 性 を持 つ

こ とがわ か っ て お り、有用 な 口腔 内ケ ア技術の 開発が求め られて い る。
一

方で 、プ ロ バ イ オ テ ィ クス

を確 立す るため に は、個人 個人 の うが い液 中に存在す る歯周病菌 と歯周病抑制菌の 存在比 など の デ ー

タを蓄積 して い く必要があ る 。 本研究で は 、 歯周病 患者 と健 常者の うが い液か ら DNA を抽出 し、 歯周

病細菌Aa 菌お よびRg．菌、すで に当研究室で 歯周病抑制菌の
一

つ と同定 した Pseudomonas　aerug ’nosa （Pa

菌）の 存在比 をそ れ ぞれ TaqMan 法 に よ る定量 リ ア ル タイ ム PCR を用 い て 比較 した。そ の結果、健常者

で は P．a ．菌存在率が歯周病 患者に比 べ て 高か っ た。
一

方、歯周病患者 では 、
　 P．g菌 の存在率が健常者 に

比べ 高 く 、 歯周 病患者特有の指標 として考 えられる。A．a．菌の み を餌 菌 と した 寒 天培地 を作成 し、う

が い液 を塗布 した とこ ろ 、 透明 な溶解斑 （ハ ロ ー
）を得 た。次に ハ ロ ーを形成 した菌株 を選 別 ・単離

し 、 その 菌株 から得 た上 清み と歯周病 菌 を栄 養 培地 に 加 え て 、歯周病菌の 増殖 を調 べ た結果 、 12

株 中 1 株 に 阻害効 果が み ら れ た 。 こ れ よ り、単離 した歯周病抑制菌が 細胞外放出因子 に よ る効果 だ

けで は な く、直接 的な細菌 間相 互 作 用 に よ り 、 歯周病菌の 生育 を阻害 して い る こ とが 示唆 され た 。
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細菌溶菌性デロビブリオ属細菌の弱酸性条件における大腸菌捕食阻害一遺伝子工学的手法を用いたメカニ ズム解明
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　［背景 ・目的］デ ロ ビブリオ属細菌は、薬剤耐性菌に 対する新規抗菌剤 と して 応用 が 期待され て い る 菌 株 で

ある 。 デ ロ ビブ リオ 属細菌は、他の グラ ム 陰性の 細菌に侵入 ・増殖 ・溶菌する能力を持 つ 菌株で あ り、この

一連の 捕食機構が新規抗菌剤として期待され る所以である 。 しか し、この菌株の大腸菌等へ の 捕食作用の 分

子 的メカ ニ ズム は未解明な点が多い 。 本研究で は 、 デ ロ ビブ リオ属細菌 とpH環 境の関連性に 着 目し 、 弱酸

性条件下にてデ ロ ビブリオ属細菌による大腸菌捕食が阻害され ることを発見 し 、 遺伝子 工 学的な手法を用 い

て 、 弱酸性条件におけるデ ロ ビブ リオ属細菌の 大腸菌捕食阻害 の機構の解明を試み た。

　［方法及 び結果］pH 　6．6に おける大腸菌内の デ ロ ビブリオ属 細菌 の RNA 量 を リアル タイ ム PCR に て 経時的に

測定 した結果、デロ ビブリオ属細菌は大腸菌内に侵入可能ではあ るが、増殖せず、機能停止 して い る こ とが

分か っ た。次にpH　6．6にお い てデロ ビブ リオ属細菌が大腸菌内で栄養物 を分解 し伸長可能か否かを、　GFPを

導入 した大腸菌 にデ ロ ビブリオ属細菌を接種 し、 その 明度に よ り判断した 。 その結果、pH　6．6で は大腸菌単

独の 際の 明度 と差 が見られなか っ た こ とから、デロ ビブリ オ属細菌は大腸菌内で、伸長不可能な状態に ある

こ とが判明 した 。 さらに、pH　6，6とpH　7．6の条件で デロ ビブ リオ属細菌を接種 した大腸菌から全RNA を抽出

して 識別式遺伝子発現解析を行 っ たと こ ろ、pH 　7．6の 条件 と比 較 して 、
　pH　6．6で は、110 個の遺伝子は発現

が向上 した 。

一
方 、 遺伝子発現 が抑制された遺伝子数は77個で あ っ た 。
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